
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和□□年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

〇「授業づくりのステップ1・2・3」を踏まえ
たアウトプット活動による基礎学力の定
着と家庭学習の充実
　

〇学力向上対策評価シートを基にマイプラン
の成果指標を達成したと肯定的な回答をした
教師の割合が、85%以上。
○家庭学習の目安（１・２年30分以上、３年40
分以上、４年50分以上、５年60分以上、６年
70分以上、中１・中２ 90分以上、中３ 120分
以上）を達成していると肯定的な回答をした児
童生徒が70%以上。

・「授業づくりのステップ１・２・３」vol2にある「書
く」「話す」アウトプット活動のある授業づくりを全
職員が取り組む。
・授業力向上月間を設定し，全職員が1本以上授
業公開と参観を行う。
・「学習の手引き」、「家庭学習チェック表」を配布
し、学習に対する保護者の意識を高める。
・チャレンジタイムや朝の学習の時間にタブレット
を活用し、基礎学力の定着を図る。

・ ・ ・

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○前期課程の縦割り遊びを年７回以上
行い、異学年との交流を図る。
○縦割り班での奉仕作業や集会を行
う。

・前期課程児童による縦割り遊びを行
う。
・縦割り班で1年生を迎える会、仲良くな
ろう集会、校内奉仕作業を行う。

・ ・ ・

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○「いじめに気付き、注意したり、先生に知らせ
たりできる」という肯定的な回答をした児童生徒
80％以上。
○いじめの発生時に組織的な対応ができている
と答えた肯定的な回答をした職員90％以上。

・毎月末の生活アンケートを活用する。
・発生したいじめ事案をその日のうちに共有
できるように、生徒指導部が中心となり、管理
職の指示のもと全職員と連携を図る。

・ ・ ・

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めて
くれていると思う」と肯定的な回答をした
児童生徒80％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」に
ついて肯定的な回答をした児童生徒
80％以上。

・道徳教育や学校行事を通して、よりよい人
間関係づくりを構築する。
・月に１回朝の時間に、職員による講話「みら
いSEED」を実践し、多様な考え方を学び、志
を育む。
・学校行事等で「出番」・「役割」・「承認」を実
施することで、自分のよさや可能性に気付き・
考えさせ、自己肯定感を高める。

・ ・ ・

○児童生徒一人ひとりを大切にし、受容
と共感的理解に基づいた人権意識の向
上

○「自分で善悪の判断をしながら物事を
考えて行動します」のアンケートで肯定
的な回答をした達成割合90％以上。
◎「自分と友達との違いを受け入れなが
ら、誰とでも公平に接している」のアン
ケートで肯定的な回答をした達成割合
90％以上。

・月1回の人権集会の実施や授業を通して人権・
同和教育を行い、学校全体で指導にあたる。
・道徳教育や学校行事を通して、よりよい人間関
係づくりを構築する。
・気になる児童や生徒に関する情報共有の場
（連絡協議会や教育相談等）を設けながら指導
にあたる。

・ ・ ・

●健康・体つくり

次の中から１つ以上を選択
❶「運動習慣の改善や定着化」
❸「望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成」

❶授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で210分以上の児童、420分
以上の肯定的な回答をした生徒が80％
以上。
〇体育の授業を主体的に行っていると
肯定的な回答をした生徒が80％以上。
❸「健康に良い食事をしている」と肯定
的な回答をした児童生徒80％以上。

・昼休みには体育館や運動場の使用割り当てを決
め開放する。
・校内持久走大会を計画・実施し、体育の時間や休
み時間に運動場を走ることを呼びかける。（前期）
・体育の授業で、自分たちで考えて活動できるよう
な場を設定する。（後期）
・ゲストティーチャーを招き、リズムトレーニングに取
り組むことで体を動かす楽しみを経験させる。（後
期）
・部活動への積極的な入部・参加を勧める。（後期）
・朝食摂取や残菜0を呼びかける。
・給食だよりを発行し、保護者への啓発を図る。
・給食時間や授業で、食に関する指導を実施する。

・ ・ ・

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●時間外在校等時間の上限45時間以内の職
員80％以上。
○小中部会等を有効活用し、校務分掌や学
年間の共通理解・共通実践を通した協働体
制の構築。
「私は組織に貢献できている」と肯定的な回答
をしたと答えた職員80％以上。
●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時
間の上限を遵守する。

・管理職が時間外在校等勤務の状況を把握し、全
体または個別に適宜声をかけてタイムマネジメント
を指導する。
・定時退勤日の推進や月別練習計画に沿った部活
動指導や休養日の設定による負担軽減。
・目標や役割を明確化し、成果と課題を基に、PDCA
サイクルを機能させ、効率化を図る。
・校内LANで校務データを共有し、誰もが利用できる
環境にすることで効率化を図る。
・ICTによるアンケート回収機能や課題の配布・回収
等を積極的に活用し、業務の効率化を図る。

・ ・ ・

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○児童生徒一人ひとりの理解や個に応
じた指導・支援の工夫・改善

〇児童生徒一人ひとりの実態把握と理解をめざし、
各学期に１回以上全職員による情報共有の場を設
ける。
〇新しい特別支援の視点を取り入れた、全職員対
象の研修を年に１回以上行う。

・年度初めや学校行事の前等の適切な時期に、要理解児童生徒につい

て情報交換の場を設けたり、ケース会議を開いたりしてよりよい支援につ

なげる。

・特別支援教育や発達障害について理解を深める職員研修の実施。

・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業づくりについて共通理

解を図る。

・ ・ ・

○児童生徒会活動の充実

◎児童生徒会活動において「出番・役
割・承認」による主体的な活動を仕組
み、活動の質や自己有用感の向上と
リーダー性の高揚

○年4回以上代表委員会を開催する。
〇年10回以上生徒集会を行う。
◎ボランティア活動を学期に1回以上、
年4回以上行う。

・代表委員会を開催し、児童生徒の意見を取り入れ
た活動を行う。
・月1回の生徒集会、1学期に生徒総会を行う。
・校舎周りのごみ拾い、暑中見舞いや年賀はがきの
作成、募金活動を行う。

・ ・ ・

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・県指定の小中連携による学力向上推進地域指定事業に継続して取り組み、全職員で学習スタイルを定着させ、学校訪問や公開授業で授業改善の成果を見ることができた。しかし、佐賀県学習状況調査の結果等から、今後もさらに授業改善と学力向上に取り組む必要がある。

・児童生徒は、学校教育目標の周知等により、自分や友達のよさに目を向けることができている。職員は、いじめや問題行動に対して早期発見・早期対応に努め、組織的に対応することができた。全体や前期・後期課程、各部会や各学年等の校務分掌で義務教育学校としての協働体制が構築されつつある。また、職員に時間を意識した働き方の雰囲気が、少しずつ醸成されつつある。

・児童生徒の運動習慣には個人差があり、様々な取組を行ったが、今後も体育科授業等で運動意欲を高める工夫が必要である。

・今年度学校評価の取組を重点化・焦点化し、アンケートをオンラインで行ったことは業務効率化につながったが、特別支援教育に課題が見られたため、来年度の重点取組としたい。

２　学校教育目標
「自ら気づき考え動き、よりよい未来を拓く児童生徒の育成

   みらいにつなぐ　　～  わたしらしさ　あなたらしさ  ～

３　本年度の重点目標

①　主体性の深化と発展を目指した義務教育９年間の学びの充実

②　特別支援教育の推進と校内支援体制の充実

③　組織力を生かした業務の改善と時間外勤務時間の縮減

学校名 玄海みらい学園

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校評価表作成について変更した点は朱書きしています


